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＜連絡事項＞
・入院時の際は確実にボディチェックを実施し記録してください。

＜入室状況＞
【入院】
・浅坂　智恵子様～東病棟Cユニット5号室に医療保護入院となる。

【ユニット移動】
・長根　瞳様～東病棟Cユニット7号室→東病棟Aユニット8号室

＜患者様連絡事項＞
・佐藤　良子様～長女様に昨日確認があったことを伝えるために架電している。架電すると長女夫に代わっている。長女夫様に入院時に対応したスタッフから聞き取りした結果、ＣＳセットに着替える際に痣は既にあったものである事を説明するも話を途中で「嘘だ。」と遮っている。「デイケアで風呂に入っていたがそのような報告はなかった。」「そのような話であればもう聞きたくない。」「入院時にそのようなことがあればその時に言うはずだ。」と話している。発見後に直ぐに報告できなかったことを謝罪し、事実確認の為に直近でデイケアにはいつ行ったのか、家族でも痣がないことを確認していたのか聞くも「黙れ。そっち側が尋問するときじゃないんだよ。」と大声を上げ、一方的に話し続けている。以降は「なってしまったものは仕方ない。」と話すも同訴えを繰り返している。傾聴後に当スタッフのフルネームを確認されており名乗るが詳細の字面まで希望されており、そこまでは個人情報となる為、お答えできないことを伝えると「うるさい、黙れ。」と怒鳴り一方的に電話を切っている。
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・青木　昭弘様～本日施設見学へ行ってきて、今後、施設への日帰りショートステイを繰り返し宿泊のショートステイ利用へ繋げていきますと、家族より報告あり。次回外出日については、未定なので決まり次第、青南病院へ連絡を入れますとの事。

・飯田　修子様～柞木田Dr指示にて本日より抗生剤終了となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入繰り返し落ち着きない様子あり。早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬さあり、切迫性はないが妄想言動も聞かれている。内服等遅れるとドアけり見られているが一時的。その後は臥床して休まれている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。主治医診察にて精神状態軽減したため10：10身体拘束解除、自傷行為が切迫している状態は継続しており終日隔離開始となる。その後は気分高揚感目立たず、臥床して休まれている。拒食・拒薬危険行動等なく過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜小栁Dr.診察＞
・長根　瞳様～主治医からの診察の結果、身体拘束終了し終日隔離開始となる。

・林　綾子様～診察時に退院の希望あり。主治医から夫様にその旨を伝えている。詳細な
退院日時を決定し次第連絡を頂く事としている。退院後は八戸市民病院で
フォローしていくこととなる。退院日は10/14 14:00で決定している。

他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜村上Dr診察＞
・北野　恵一様～南病棟への転出許可あり。

・上野　淳子様～主治医からアモキシシリンカプセルは飲み切り中止との指示あり。

他の患者様の指示・処方内容に変更なし。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年10月10日　13：50
  氏　　名：浅坂　智恵子（あさざか　ちえこ）様
　生年月日：昭和26年1月1日（74）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
  令和3年頃、八戸市立市民病院にて卵巣がん手術を行った際、同院スタッフより
　認知症の可能性を指摘され、同年10月29日にはちのへファミリークリニックを受　
　診同院より紹介されむらかみ脳神経クリニックを受診しHDS-R22点軽度脳萎縮あ　り。
　その後はちのへファミリークリニックにてアルツハイマー型認知症の診断にて介
　護保険意見書作成したが以降の受診はなく経過。要介護1の認定を受け、令和4年3月
　よりデイサービスの利用を開始。しかし、「あんな宗教団体にはいられない」と話
　しデイサービスを変更。1年程利用継続したが「きちがいの老人連中といっしょにい
　られない」と話し、令和6年10月からはサービス利用なく、サービス導入を勧めよう
　とすると顔つきが変わる様子が見られていた。令和7年8月頃より急激に症状悪化
　し、トイレットペーパーを部屋中に広げる事や、水を入れずに炊飯器のスイッチを
　入れるといった以前とは変わった様子があった。同年9月15、16日、両日とも本人が
　外に出て行き自宅に帰れず警察に保護され帰宅した。外出した理由としては、誰か
　に会いに行くために外出したとのことであった。以前は本人も「外に行くと帰れな
　くなるから」と話し一人での外出を控えていたため今までにない行動であった。
　また、自宅にいても「この部屋が気持ち悪い」「玄関に男の人が立ってる」との
　訴えや、「虫がいる」と話し床を靴で叩く行為あり。また、年齢が分からず生年
　月日　で答えることや、靴下1足洗うのにも多量に洗濯洗剤を入れる、食器洗い機
　に専用洗剤ではなくハンドソープを入れる、食器洗いのスポンジとシンク用の区別
　がつかない等、記憶力低下、実行機能障害が悪化。同年9月29日にも城下の自宅か
　ら離れ吹上のセブンイレブンにて保護された。症状改善のため当院へ入院の希望
　あり。　長女としては、デイサービス等の利用が可能となれば、介護保険サービス
　整え、施錠・あんしんカードの作成などの対策で自宅退院できれば、と希望あり。
　上記理由により東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

